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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第７区分
【発行日】平成25年9月5日(2013.9.5)

【公開番号】特開2012-30946(P2012-30946A)
【公開日】平成24年2月16日(2012.2.16)
【年通号数】公開・登録公報2012-007
【出願番号】特願2010-172782(P2010-172782)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｈ  16/06     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  15/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｈ  16/06    　　　Ｂ
   Ｂ４１Ｊ  15/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月22日(2013.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　図１３はロール紙軸９０８のみをロール紙収納カセット９０１に装填して、給紙ロ－ラ
９０３で給紙動作を行った時の樹脂バネ９０８ａとピックアップガイド９１１の関係を示
した断面図である。ピックアップガイド９１１は給紙の際にロール紙最外周のロール紙先
端をすくい上げるための部品であり、ロール紙に接するように図中時計回り方向に付勢さ
れている。図１３（ａ）は回転開始状態であり樹脂バネ９０８ａはロール紙軸外径９０８
ｄよりも突出している。給紙時には矢印で示すように給紙ローラ９０３は時計回り方向に
回転する。図１３（ｂ）の位置まで回転するとロール紙収納カセット９０１底面に樹脂バ
ネ９０８ａが接触するが樹脂バネ９０８ａが変形することで引っ掛かりなく回転できる。
ところが、図１３（ｃ）の位置まで回転すると樹脂バネ９０８ａの側面にピックアップガ
イド先端９１１ａが衝突、又は樹脂バネ９０８ａの下にピックアップガイド先端が潜り込
んで、樹脂バネ９０８ａ又はピックアップガイド９１１を破損するおそれがある。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　また、給紙ローラ３１１のゴム部３１１ａについてはプリンタ本体３の小型化のためと
コストを抑えるために小径で幅の狭いものを使用している。ゴム部３１１ａの用紙幅方向
の位置に対してロール紙軸４が両端で加圧されているため、用紙を斜行しづらくするため
には離れた２点に配置した方が良いが、幅の狭い用紙サイズにも対応できるようにやや内
側に配置している。このゴム部３１１ａの位置に対向するロール紙軸４の表面４ｂは凹凸
のない連続した面である必要があり、圧力損失や引っ掛かり防止になる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００５３】
　ロール紙収納カセット１から送り出されたロール紙はペーパーガイド３２０にガイドさ
れ図中上方向へ進行方向を変え、給紙ローラと同一の駆動源で回転駆動されているグリッ
プローラ３１３と従動ローラのピンチローラ３１４との間へ搬送される。ピンチローラ３
１４は不図示の加圧機構でグリップローラ３１３側へ加圧されており、グリップローラ３
１３の微小突起がロール紙Ｒの背面に刺さることで所望の距離を精度よく搬送可能にして
いる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　図１４（ａ）は、本実施形態のインクリボンカセットをカセット本体に装填する様子を
示す斜視図である。図１４（ａ）において、６００はインクリボンカセットであり、６０
１はカセットケースである。６０２はカセット本体５００と係合するインクリボン回収側
突起部で、リボンカセットケース６０１と一体となり、ユーザの押圧操作で弾性変形可能
なレバー部６０３に設けられている。６０４はカセット本体５００と係合するインクリボ
ン供給側突起部、７００はインクリボン、６０６は予め昇華型インクが塗布された必要長
さの未使用のリボンが巻かれた供給側ボビンである。６０７はインクリボン７００の他端
が巻かれた回収側ボビンである。これらを搭載したインクリボンカセット６００のインク
リボン供給側突起部６０４をカセット本体５００に設けられたインクリボン供給側係合穴
５０２に挿入する。そして、インクリボン回収側突起部６０２をレバー部６０３を弾性変
形させながらインクリボン回収側係合穴５０３に係合させる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　図１５（ａ）は、本実施形態のインクリボンカセットを下面から見た斜視図である。図
１４（ａ）で説明したように、供給側ボビン６０６には未使用のインクリボン７００が巻
かれており、カセットケース６０１に一体に成形された複数のＵ字形のボビン保持部６０
５が供給側ボビン６０６の両端を回転自在に保持している。同様に、使用済みインクリボ
ンが巻取られる側の回収側ボビン６０７も複数のＵ字形のボビン保持部６０５がこのボビ
ン６０７の両端を回転自在に保持している。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　図１５（ｂ）はインクリボンの詳細図である。インクリボンは、Ｇ方向に巻き取られな
がらサーマルヘッドＨからの熱により昇華しロール紙Ｒに転写される。インクリボン７０
０には、先頭から順にＹインク（イエロー色）７０２、Ｍインク（マゼンタ色）７０３、
Ｃインク（シアン色）７０４、ＯＣ熱溶融インク（オーバーコート層）７０５が塗布され
ている。また、４色のインク間には各インク先頭位置をフォトインタラプタなどの電気的
光学センサで検出させるための黒色バー７０１と一連のリボン先頭黒色バー７０６が形成
されている。図１５（ｂ）で示したインクリボン７００が基本的に１枚印画するために必
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要なインクリボン単位であり、これが連続するものが供給側ボビン６０６に必要枚数分巻
かれていることになる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　図１８は、本実施形態のカセット本体にロール紙を装填する様子を示す斜視図である。
カセット本体５００には、不図示のヒンジで回動自在に保持されたカバー部５０１が設け
られており、図では開放状態にある。カバー部５０１の端部には複数のカバー部係止爪５
０５があり、カバー部５０１が閉じ状態ではカバー部係止爪５０５がカバー部係止穴５０
６に係合する。カバー部５０１には、ロール紙Ｒの中空部に挿入するロール紙軸８００を
押圧する押圧レバー５０９が、カバー部５０１の両側端部に係合溝５０４に嵌入されて、
不図示の付勢バネで押圧された状態で押圧方向に移動可能に保持されている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　図１９は本実施形態のプリンタの断面図である。図１９（ａ）はロール紙軸圧接部の断
面図である。ロール紙軸８００と一体の回転軸８０３は、カバー部５０１内面と押圧レバ
ー５０９の間で付勢バネ８１２により拡径方向に付勢された押圧レバー５０９で給紙ロー
ラ８０４側にロール紙Ｒごと付勢されている。給紙ローラ８０４は、ゴム等の弾性部材で
作成された大外径のローラ部８２１と、金属製の小径の軸部８２２とが一体で構成され、
カセット本体５００からロール紙Ｒをプリンタ内に送り出したり、巻き戻すための駆動力
を発生する。カセット本体５００がプリンタ内部に装填されて、印画開始時に、図１９（
ａ）で示したロール紙軸８００とロール紙Ｒを挟持可能な位置に移動する。逆に印画が完
了すると、ロール紙軸８００とロール紙Ｒを挟持しない位置に退避する。８０５は外表面
に針状の微小突起を有したグリップローラで、８０６はグリップローラ８０５と対向する
位置にグリップローラ側に付勢力を発生して回転自在にプリンタに保持されるピンチロー
ラである。８０７はロール紙先端や、ロール紙表面に設けた前述の終端検出マークを検出
するためのフォトリフレクタ等の用紙検出センサで、搬送されるロール紙の終端検出マー
クの領域を検出可能なロール紙の幅方向に配置されている。８０９はロール紙Ｒの巻き癖
を逆反りさせることで解消させるためのデカールローラである。８１０はサーマルヘッド
Ｈと対向する位置に回動可能に設けられた最外周表面にゴム等の弾性体ローラを配したプ
ラテンローラ、８１１はロール紙Ｒを所定長さに切断するカッターである。８０８はイン
クリボン７００に設けられた黒色バー７０１やリボン先頭黒色バー７０６を検出するため
の光学検出手段であるリボン位置検出センサである。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　第２に、用紙が印画開始位置まで搬送された場合は、回収側ボビン６０７を駆動して図
中Ｋ方向にインクリボン７００を巻き取って、リボン先頭黒色バー７０６を検出した後、
リボンの巻き取りを停止する。
【手続補正１０】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　第３に、サーマルヘッドＨがロール紙Ｒをプラテンローラ８１０にニップする位置に降
下し、ロール紙Ｒを給紙ローラ８０４とグリップローラ８０５で図中Ｆ方向に搬送する。
同時にインクリボン７００を回収側ボビン６０７で図中Ｋ方向に巻き取りながらサーマル
ヘッドＨを加熱してＹ（イエロー色）インクをロール紙Ｒの印画面に転写させる。所望の
長さ分の印画を終了すると、サーマルヘッドＨを退避させてインクリボン７００とロール
紙Ｒとの剥離を促し、所定長さ分ロール紙Ｒとインクリボン７００を搬送させて停止する
。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　図２０は、本実施形態のロール紙保持部詳細図である。図２０（ａ）は図１８と同じロ
ール紙軸の斜視図である。図２０（ｂ）は印画時のロール紙軸とロール紙と給紙ローラの
位置関係を示す斜視図である。ロール紙Ｒの中空部内面に挿入されたロール紙軸８００は
、回転軸８０３を不図示の押圧レバー５０９の加圧力Ｌに押されて、大径部８０１をロー
ル紙Ｒの中空部内面に内接させて給紙ローラ８０４の回転中心方向に押す。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】

【手続補正１３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１４】

【手続補正１４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１５】

【手続補正１５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１８】

【手続補正１６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１９】
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